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667 フ 日 一 サ イ トメ トリ
ー一一　C：よ る 細 菌 の 検 出

一 ポ リア ク リル 酸 ソ ー 弾 分解 共 生 系 の 解 蔽一

（楽良先端大 ・バイオサイエ ンス ） 桂 樹 徹 、 ○ 罍橋 正 英 、 谷 吉 樹

（日本触媒）　 林 隆 哉

　旧 的】 微 生物 に よる合戎高分子の 分解には複数種の細菌の 共生系 によ っ て行われる

例が多い
。 又、 自然界 に 生息するバ クテ リアの多 くは 、 従来の方 法で は検出が鬮難であ

る と言われ てお り 、 瓢 しい 検 幽手段が望 まれで い る 。 本研究で は 、ポリアクリル 酸ソ ー

ダの 分解 に 関 わる細薦の共生系 を、フ ロ ーサイ トメ トlj　一一を周い て解析 し、巽生系を構

成する各々 の 細 菌 を検出す る こ とに よ っ て 、 生態系での新 しい 微生物検幽油を開発す

る こ とを 圏的と した 。

　防法及び結果13 種類の細菌で構成され て い るポ リア ク リル酸 ソ
ー饗分解共生 を 、

ポ リア クリル 酸ソ ーダを唯一の炭素源 とする培地中で培 養 し、 フ窺
一
サイ トメ トリ

ー
で分

析 した 。 その 結果、前方皺乱光
一
側 方 散乱 光の サイ トグラム上 に 3つ の 細胞集圖 が検出

され た 。 そ こ で 、
セ ル ソ ー ター を用い て それ らの 集圃 を勞取 し、透過 型靉子顕微鏡で

観察 した とこ ろ 、 3 つ の集國 はそ れぞれ 、共生系 を構成 して い る 3種類の バ クテ リアで

ある こ とが確 認 され 、蛍光試薬に よ る菌佑染色 などの前処理 を必要 としない
、 劇 丿ア ク

リル 酸ソーダ 分解 共生張の検 出プP トコ ール を設定する こ とがで きた。
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668 Azo 　toba　riter 　beiJerjnckii　H　MI　21 の ヒ ドロ キノ ン ペ ル オキ シダーゼに よ

る溶媒二 相系 を利用 したポ リス チ レ ン の 分解

（北大 ・工 ・分子 化挙）　○中宮 邦近 、坂下 暁介 、 大井 俊彦 、 木下 晋
一

【目的 】 リ グ ニ ン を高 速 に 脱 色 、分解 す る 細 菌（1）と して 分離 し た Azotobacter
beijerinckiiHM121 の 細胞壁画 分よ り ヒ ドロ キノ ン ペ ル オ キ シダーゼ を単離精製 し（2）、
この酵素 が様 々 な水溶性合成高分子 を分解す る こ とを覓い だ した （3） 。 そこ で こ の酵

素 に よ る 溶媒二 相系 を利用 したボ リス チ レ ン の 分解 を試み た 。

防 法】 0．2％ポ リス チ レ ン 　（tL・f， 935 ，
000 、 M

，
　114

，200 、　 M
，
760 ） を含む ジクロ

ロ メ タ ン層 0、4ml と 2．4unit／ml （1．0　mg ／mlprotein ）の 酵素 ，
10mM 過酸化水素 、2

mM テ トラ メ チ ル ヒ ドロ キ ノ ン 、 10◎ mM リン酸緩衝液（pH7 ．0）を含 む水層 0．4　 ml を

ネ ジ 付 き試験管 10ml 容 に入 れ 30℃ で激 し く撹桙 して 反応 した 。

【結果】 M
，
935

，
000 のポ リス チ レ ンの 分解 を、二 層系 で行 い 、 各層 を TLC で展開 し

た とこ ろ、反 応開始 5 分後 までに その 全 てが水層に 移動 し（RlO．6｝、15 分後 に は R
青
0

の 分解物に まで 分解 が進 んだ 。 15 分後の反応液を 1◎ npack 　KS −801 を用 い て ゲル ろ過

を行 っ た と こ ろ M
，
300 以下 に分解 されて い た 。 　M

，
114

，
200 の ポ リス チ レ ン も 同様 に

分解 された 。 だ が 飆 760 の ポ リス チ レン は水相へ の移勳 と同 陦に R
，
　O に展開され た 。

こ れ の ゲ ル ろ過 を 行 っ た とこ ろす でに M ，
300 以下 に 分解 されて い た 。

1）Morii　et 　al ．
，
」．Ferrnent．　Bi◎ eng ．

，
80，296 −299 （1995 ）．

2）Nakamlya 　etal ．，J，Ferrnent．　Bioeng ．
，
84 （No ．　i）（1997 ｝ln　press．

3）Nakamiya 　eta1 ．
，
J 、Ferment ．　Bi◎ eng ．

，
84 （No ．2）（1997 ｝in　press．

Degradation　of 　polystyrene　by　hydroquinone 　peroxidase　of　Azotobacter
beiJθ rinckii 　HM121 ．

ONakamiya　 Kunlchika ，　 Gyousuke 　 Sakasita，　T◎sihiko 　 Ooi，　 Shinichi　 Kinoslね，

（Dept ．　Mol ．　Chem ．
，
　Facul．　Eng ．

，
　HQkkaido 　Graduate 　Univ．｝

【Key 　Wordsi 　pdymer 　biodegradation ，
　hydr ◎quiRone 　peroxidase ，

　polys蟹 ene

degradati◎ n ，　radical 　degradatlQn ，
Azotobacter 　beijerinckii

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


